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“オール岡大”で
大学を支える

大
学
、同
窓
会

そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
を
目
指
す

卒
業
生
で
あ
り
、学
長
と
し
て
の
使
命第

一
期
生
と
し
て

岡
山
大
学
に
寄
せ
る
熱
い
思
い

〜卒業生や在学生、教職員らを構成員とした強固なネットワーク組織に〜

岡山大学はこれまでに10万人近い人材を輩出し、卒業生は学部・学科ごとに同窓会を
組織して結束を図ってきた。2004年４月、大学が国立大学法人となり、同窓会も2006
年に全学同窓会として「岡山大学同窓会」を発足。大学間競争が激化する中、大学と
同窓会の発展へより有意義な活動を行う必要性が高まり、岡山大学同窓会を再編した

「岡山大学Alumni（全学同窓会）」を立ち上げる。これまで顧問の立場だった大学側も
理事として運営にかかわり、卒業生らの全国的なネットワークを生かした在学生への
就職、留学支援なども強化される。設立に向けて尽力してきた森田潔学長、岡山大学
同窓会長の小長啓一氏にAlumniに寄せるそれぞれの思いを聞いた。 

1953 年　法文学部卒業
元通商産業事務次官
㈶経済産業調査会長、弁護士

―
�

同
窓
会
と
大
学
が
一
体
と
な
っ
た

「A
lum
ni

」
設
立
の
背
景
に
あ
る
思
い
は
。

　

学
長
に
就
任
し
た
際
、
岡
山
大
学
同
窓
会

は
既
に
あ
る
も
の
の
、
卒
業
生
か
ら
の
認
識

が
低
い
こ
と
が
気
に
か
か
っ
た
。
岡
山
大
学
は

単
科
大
学
で
は
な
く
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と

が
強
み
だ
が
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
学
部
を
卒
業
し
た
と
い
う
思
い
の
方
が
強

く
、
岡
山
大
学
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
少

な
い
と
実
感
。
卒
業
生
に
は
各
学
部
の
絆
に

加
え
、「
岡
山
大
学
を
卒
業
し
た
」
と
い
う
共

通
の
絆
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、

同
窓
会
は
卒
業
生
の
組
織
で
あ
り
、
在
学
生

や
教
職
員
、
研
究
生
ら
は
こ
れ
ま
で
構
成
員

で
は
な
か
っ
た
。
岡
山
大
学
を
選
び
、
教
育
・

研
究
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
も
岡
山
大
学
に

対
す
る
熱
い
思
い
、
共
通
の
絆
を
ぜ
ひ
持
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
気
持
ち
が
岡
山
大
学
の
支
援

に
、
ひ
い
て
は
岡
山
大
学
の
発
展
に
も
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。

―
�

こ
れ
ま
で
の
岡
山
大
学
同
窓
会
と
の
違
い
は
。

　

卒
業
生
だ
け
で
は
な
く
、
在
学
生
、
教
職

員
ら
も
構
成
員
に
加
わ
る
こ
と
だ
。
同
窓
会

と
大
学
がA

lum
ni

と
し
て
同
じ
船
に
乗
り
、

い
わ
ば
〝
運
命
共
同
体
〟
と
な
る
。
卒
業
生

と
在
学
生
の
つ
な
が
り
を
深
く
強
い
も
の
と

し
、
就
職
活
動
や
相
談
を
緊
密
に
で
き
る
機

会
を
増
や
す
な
ど
、
在
学
生
に
も
メ
リ
ッ
ト

の
大
き
い
も
の
に
し
た
い
。
既
存
の
各
学
部
・

学
科
同
窓
会
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
学
部
・
学
科
間
で
温
度
差

が
あ
る
。A

lum
ni

で
は
在
学
生
が
ど
の
学
部

に
入
学
し
て
い
よ
う
と
も
卒
業
生
の
恩
恵
が

受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

―
�

構
成
員
と
な
る
教
職
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

教
職
員
も
大
学
の
知
的
な
営
み
に
深
く
関

与
し
、大
学
を
支
え
て
い
る
。A

lum
ni

の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
岡
山

大
学
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
各
種
機

関
と
の
連
携
も
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
卒

業
生
で
は
な
い
教
職
員
に
も
岡
山
大
学
を
愛

す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

―
�

既
存
の
各
学
部
・
学
科
同
窓
会
と
の
関
係
は
。

　
A

lum
ni

は
岡
山
大
学
共
通
の
組
織
で
あ
り
、

既
存
の
各
部
・
学
科
同
窓
会
を
無
に
す
る
も

の
で
は
な
い
。
学
長
就
任
時
か
ら
全
学
同
窓

会
を
つ
く
る
構
想
を
立
て
て
い
た
が
、
各
学

部
・
学
科
同
窓
会
と
の
間
で
そ
の
あ
た
り
を

理
解
い
た
だ
く
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
設

立
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
岡
山
大
学
同

窓
会
長
で
あ
る
小
長
氏
の
ご
尽
力
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

―
�A
lum
ni

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

　

卒
業
生
ら
と
の
情
報
交
換
が
行
い
や
す
く

な
り
、
在
学
生
の
就
職
支
援
に
も
つ
な
が
る
。

最
終
的
に
は
岡
山
大
学
の
大
学
全
体
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
運
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
安
定
的
な

財
源
確
保
は
今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
将

来
的
にA

lum
ni

か
ら
研
究
資
金
が
出
る
よ

う
に
な
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な

い
。
岡
山
大
学
が
知
の
養
い
手
と
し
て
発
展
す

る
と
と
も
に
世
界
的
な
学
術
研
究
の
中
で
確

か
な
存
在
感
を
与
え
、
岡
山
大
学
で
学
ん
だ

す
べ
て
の
人
が
岡
山
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

同
窓
会
と
大
学
が
手
を
取
り
合
っ
て
岡
山
大

学
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
岡

山
大
学
医
学
部
卒
の
学
長
は
私
が
初
め
て
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
私
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
る
。

●
森
田
潔
学
長
に
聞
く�

―
�A
lum
ni

設
立
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
思
い
の
原
点
は
。

　

岡
山
大
学
に
お
け
る
全
学
同
窓
会
は
「
岡

山
大
学
同
窓
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
て
は
い

た
が
、
わ
ず
か
な
予
算
で
運
営
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
年
に
１
、２
回
総
会
を
開
く
程
度
で

形
式
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
た
。
私
自
身
、
会

長
を
務
め
な
が
ら
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と

疑
問
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学
側
か
ら

岡
山
大
学
同
窓
会
の
抜
本
的
改
組
構
想
の
提

案
が
あ
っ
た
。
岡
山
大
学
が
そ
れ
相
応
の
地

位
を
保
っ
て
い
く
た
め
に
は
大
学
だ
け
で
は

な
く
卒
業
生
の
力
が
必
須
だ
。

　

岡
山
大
学
は
１
９
４
９
年
の
学
制
改
革
に

よ
り
岡
山
地
区
に
所
在
し
て
い
た
旧
制
諸
学

校
を
包
括
し
て
創
立
さ
れ
た
。
当
時
、
私
は

前
身
の
旧
制
第
六
高
等
学
校
（
１
９
５
０
年

３
月
廃
止
）
に
い
た
が
、
先
生
方
か
ら
「
一
緒

に
新
し
い
大
学
を
つ
く
ろ
う
」
と
思
い
を
込

め
た
勧
誘
が
あ
り
、
先
生
方
も
学
生
も
皆
が

心
一
つ
に
新
制
大
学
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た
。

だ
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
岡
山
大
学
に
当

時
の
熱
い
気
持
ち
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
あ
の
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
後
輩
に
伝
え

た
い
。
卒
業
生
に
は
岡
山
大
学
の
原
点
を
思

い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

―
�

設
立
に
向
け
て
、
各
学
部
同
窓
会
の
意
見

集
約
に
時
間
を
要
し
た
理
由
は
。

　

A
lum

ni

は
既
存
の
各
学
部
同
窓
会
の
上
部

組
織
な
の
か
、
並
列
組
織
な
の
か
、
そ
の
関
係

が
最
大
の
問
題
だ
っ
た
。A

lum
ni

と
各
学
部

同
窓
会
で
二
重
の
会
費
が
必
要
と
な
る
わ
け

で
、
各
学
部
同
窓
会
へ
の
納
入
率
低
下
や
活

動
ベ
ー
ス
の
縮
小
化
も
懸
念
さ
れ
、
各
学
部
同

窓
会
の
活
動
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

A
lum

ni

と
各
学
部
同
窓
会
と
は
並
列
関
係
で

共
存
・
共
栄
で
き
る
も
の
で
あ
り
、A

lum
ni

は
各
学
部
同
窓
会
の
活
動
を
阻
害
す
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と
に

強
く
訴
え
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

―
�A
lum
ni

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

　

現
状
で
は
各
学
部
同
窓
会
の
活
動
に
は
温

度
差
が
あ
り
、
学
部
間
交
流
も
あ
ま
り
な
い
。

A
lum

ni

を
契
機
に
各
学
部
同
窓
会
の
学
部
間

交
流
を
活
発
化
さ
せ
た
い
。
他
学
部
の
卒
業

生
ら
と
接
触
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

の
領
域
が
広
が
る
な
ど
新
し
い
世
界
の
発
見

に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
ま
た
、
教
職
員
は
卒

業
生
ら
と
も
よ
り
密
接
に
意
思
疎
通
を
図
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、A

lum
ni

と
し
て
大
学

の
新
規
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
情
報
を

早
く
掌
握
で
き
れ
ば
申
請
段
階
か
ら
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
。A

lum
ni

の
活
動
を
通
じ
、
構
成

員
が
新
し
い
環
境
の
中
で
実
績
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。
岡
山
大
学
が
旧

帝
大
に
負
け
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
に
即

応
で
き
る
大
学
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
の
方
々

に
は
設
立
後
も
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
学
側
に
は
在
学
生

や
教
職
員
ら
に
対
す
るA

lum
ni

の
P
R
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

●
岡
山
大
学
同
窓
会
長
・
小
長
啓
一
氏
に
聞
く�
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岡山大学 Alumni （全学同窓会）
組　織　図

支部幹事会

岡山大学 Alumni

岡山大学 Alumni

支　部

研究生等 在学生 教職員等
賛助会員

副会長

会　長

事務局
（事務局長＋事務）

複数学部の出身者で
かつ一定以上の会員で
構成される地区ごとに設置

岡山大学 Alumni

総　会（Alumni会員）

支部代表幹事

留学生

顧問

最高意思決定機関

副学長から３人
（学長推薦）
学部長・研究科長から
３人（学長推薦）

理事の中から理事会の推薦に
基づき総会において選任

理事の中から理事会の推薦に
基づき総会において選任（３人）

監　事

会員の中から理事会の推薦に
基づき総会において選任（２人）

大学役員・
学部長・研究科長

代表者

Alumni組織と並列の
立場で事業と
連携・協力

在学生、研究生等、
留学生、教職員会員
対象事業を中心に
主体的関与

理　事　会

各学部
同窓会

代表者

卒　業　生

Alumni

流動化する社会において大学を取り巻く環
境も著しく変化し、経済的にも社会的にも厳
しくなる中、岡山大学が高い成果を上げて
いくためには大学とAlumni の協力が必須。
Alumni 設立の大きな特徴は同窓会と大学
が双方の発展のために力を合わせ、強力な
ネットワークを再構築することにある。それ
を支える基盤は岡山大学を愛する気持ちで
あり、組織を作っても魂が入らなければ意味
がない。各同窓会の活動支援や学生らの就
職支援、留学支援など魅力的な事業を目に
見える形で展開し、Alumni の存在が在学
生や同窓生らに浸透することが急がれる。ま
た、大学側としても在学生や教職員らに信
頼されるよう努めなければならない。

“オール岡大”で大学を支える

岡山大学Alumni（全学同窓会）とは

設
立
ま
で
の
流
れ

　

大
学
側
か
ら
岡
山
大
学
同
窓
会
の
抜
本
的

改
組
構
想
が
提
示
さ
れ
、
昨
年
１
月
ご
ろ
か
ら

同
窓
会
と
大
学
と
が
連
携
し
た
全
国
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
「
岡
山
大
学A

lum
ni

（
全
学

同
窓
会
）」
設
立
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
森
田

学
長
と
岡
山
大
学
同
窓
会
長
の
小
長
氏
の
連

名
で
同
年
10
月
に
設
立
趣
意
書
が
発
表
さ
れ
、

今
年
１
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
計
４
回
の
設

立
準
備
会
を
開
き
、
大
学
執
行
部
と
岡
山
大

学
同
窓
会
理
事
ら
が
組
織
形
態
や
会
則
、
事

業
計
画
な
ど
を
議
論
。
10
月
１
日
の
第
５
回
設

立
準
備
会
を
経
て
10
月
19
日
に
設
立
に
至
る
。

構
成
員
・
組
織
形
態
に
つ
い
て

　

A
lum

ni

は
ラ
テ
ン
語
で
「
養
わ
れ
た
者
た

ち
」
を
意
味
す
る
。
岡
山
大
学A

lum
ni

（
以

下
、A

lum
ni

と
表
記
）
は
岡
山
大
学
の
知
的

な
営
み
に
よ
っ
て
養
わ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
を

指
す
も
の
と
考
え
、
卒
業
生
だ
け
の
岡
山
大
学

同
窓
会
と
は
異
な
り
、
卒
業
生
に
加
え
て
在
学

生
や
教
職
員
、
留
学
生
、
研
究
生
な
ど
短
期
間

で
も
岡
山
大
学
に
か
か
わ
っ
た
人
が
構
成
員
と

な
る
。
大
学
側
は
岡
山
大
学
同
窓
会
に
お
い
て

顧
問
の
立
場
だ
っ
た
が
、A

lum
ni

に
お
い
て

は
理
事
と
し
て
積
極
的
に
運
営
に
関
与
す
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、A

lum
ni

は
既
存
の
各

学
部
・
学
科
同
窓
会
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
し

て
運
営
さ
れ
る
。

※
組
織
形
態
に
つ
い
て
は
表
参
照

主
な
事
業
計
画
に
つ
い
て

1�

各
地
域
へ
の
支
部
組
織
設
置
、
学
部
を
越

え
た
交
流
の
推
進

　

�

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ
、

A
lum

ni

各
支
部
設
置
に
向
け
た
作
業
を
進

め
る
。
学
部
同
窓
会
の
活
動
は
各
学
部
に

よ
っ
て
温
度
差
が
あ
り
、
支
部
組
織
の
有

無
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
に

お
け
る
学
部
同
窓
会
支
部
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
し
、
関
係
者
ら
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
各
地
域
の
実
情
を
十
分
踏
ま
え
た
支
部

を
設
置
す
る
。
な
お
、
愛
媛
県
松
山
市
で
は

昨
年
か
ら
鶴
翔
会
松
山
支
部
（
医
学
部
同

窓
会
）、
法
文
経
・
工
学
部
同
窓
会
愛
媛
支

部
合
同
の
「
岡
山
大
学
松
山
同
窓
会
」
が

開
か
れ
て
お
り
、
既
に
学
部
を
越
え
た
交
流

が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
同
窓
会

活
動
の
活
発
な
地
域
か
ら
展
開
し
て
い
く
。

A
lum

ni

各
支
部
の
活
動
に
よ
っ
て
学
部
間

交
流
や
異
業
種
交
流
の
実
現
、
発
展
を
目
指

す
。
ま
た
、
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生

も
多
い
こ
と
か
ら
、
外
国
人
留
学
生
同
窓
会

と
協
力
し
て
海
外
支
部
も
設
置
す
る
予
定
。

2
就
職
支
援
活
動
の
強
化

　
�

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、

A
lum

ni

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
全
学

的
な
就
職
支
援
を
行
う
。
在
学
生
の
国
家

公
務
員
試
験
（
総
合
職
）
合
格
率
が
高
い
こ

と
か
ら
、A

lum
ni

を
通
じ
て
中
央
官
庁
幹

部
と
し
て
働
く
卒
業
生
ら
の
力
を
借
り
、
国

家
公
務
員
合
格
者
や
就
職
希
望
者
向
け
の

講
義
・
セ
ミ
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
民

間
企
業
で
働
く
卒
業
生
ら
に
よ
る
民
間
企

業
就
職
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
卒
業

生
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
在
学
生
に
伝
え
る

体
制
を
整
え
る
。

3
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
へ
の
協
力

　

�

今
年
４
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
院
が

発
足
し
、
海
外
の
大
学
へ
の
留
学
や
国
際
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
特
別
コ
ー
ス
が
開

設
さ
れ
た
。
大
学
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
事

業
に
対
し
、A

lum
ni

と
し
て
も
奨
学
金
な

ど
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
海
外
留
学
推
進
に

向
け
学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

4
新
規
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
獲
得

　

�

政
府
は
成
長
戦
略
、
科
学
技
術
振
興
な
ど

で
時
代
先
行
の
予
算
案
策
定
に
動
い
て
い

る
。
中
央
官
庁
に
就
職
し
て
い
る
卒
業
生

も
多
い
こ
と
か
ら
、A

lum
ni

と
し
て
助
成

金
公
募
情
報
の
い
ち
早
い
収
集
に
よ
る
大

学
の
積
極
的
な
予
算
獲
得
を
支
援
す
る
な

ど
、
各
界
第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
大

学
と
の
連
携
強
化
を
推
進
す
る
。

5�

岡
山
大
学
な
ら
で
は
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
掘
と
推
進

　

�

学
生
の
活
動
を
支
援
し
、
学
術
研
究
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
に
お
け
る
優
れ
た
人
材

に
対
し
て
助
成
（
振
興
を
目
的
と
し
た
顕
彰

な
ど
）
を
行
い
、
岡
山
大
学
な
ら
で
は
の
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
を
実
現
す
る
。

6
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
関
す
る
支
援

　

�

卒
業
生
が
同
窓
生
や
在
学
生
、
教
職
員
ら

と
交
流
・
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
２
０
１
１
年
か
ら
毎
年
秋
に
大
学
が
開

催
し
て
い
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
に

お
い
て
充
実
し
た
企
画
が
展
開
で
き
る
よ

う
、A

lum
ni

と
し
て
協
力
す
る
。

設
立
後
の
流
れ

　

岡
山
大
学
同
窓
会
は
各
学
部
同
窓
会
の

会
員
情
報
を
保
有
し
て
い
な
い
た
め
、
各
学

部
同
窓
会
名
簿
の
次
回
更
新
時
に
卒
業
生
に

A
lum

ni

へ
の
個
人
情
報
共
有
の
同
意
を
得
て

い
く
。
ま
た
、
校
友
会
組
織
に
も
協
力
を
依
頼

す
る
。
会
員
情
報
の
共
有
作
業
は
２
０
１
８
年

度
に
完
了
予
定
。
終
身
会
費
１
万
円
は
教
職
員

や
卒
業
生
か
ら
先
に
徴
収
し
、
来
年
度
の
新
入

生
か
ら
は
入
学
時
に
徴
収
す
る
。
今
後
は
ウ
ェ

ブ
版
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
独
自

に
構
築
し
、
会
員
に
対
す
る
大
学
や
同
窓
会

の
活
動
状
況
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発

信
や
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

し
て
い
く
。

基盤となる岡山大学を愛する気持ち
●荒木勝理事（社会貢献・国際担当）からひと言�

表：岡山大学 Alumni 組織図


